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『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第12号 (2008)

日本生まれのニューカマーの

子どもたちへの継承語教育について考える

1 はじめに

「継承語1教育」というと「継承語とは何か ?」

「母語教育と何が違うのか ?」 という反応が返ってく

る。日本ではまだまだ「継承語」ということばは一般

的ではない。

中国帰国者の子どもたちが通う小学校で、母語教室

としての中国語の授業後、1年生の女児に「どう?楽

しい ?」 とたずねたところ、「こんなん勉強しても使

うとこない」と言われて驚いたことがある。彼女の両

親は中国語しか話せないにも関わらず、中国語を使う

ところがないというのはいったいどういうことだろう。

母語の学習をしているのになぜ子どもたちは、生き生

きと活動していないのだろう。これらの疑間が、継承

語教育に関心を持つきつかけとなつた。外国人児童は、

総じて家庭内言語と社会言語が異なる環境で育つこと

になる。しかし、「母語なら自分の意見が表現できる

のに」と立ちはだかる日本語の壁に悔しい思いをする

学齢途中の編入児童と異なり、日本生まれあるいは幼

少期に来日した子どもたちは、家庭内言語である母語

すらもうまく話せないことが多い。彼らの言語教育を

考えるとき、「母語」や「外国語」、「第二言語」など

という用語では対応しきれない問題が山積しており、

高橋 朋子*

新たに「継承語」と呼ばれる概念が必要になってきて

いるのが現状なのである。

本稿では、これまであまり考察が試みられることが

なかつた「継承語教育」に焦点を当て、先行研究及び

中国帰国者の集住地域にある小学校で行われている中

国語授業の実践例を参考に、その課題と展望を探るこ

とを目的とするものである。

2 ニューカマーの子どもたち

2-1ニューカマ=の来日

はじめに継承語教育の対象者である手ューカマーの

子どもたちについて述べたい。

1970年代後半以降、ニューカマーと呼ばれる人々

の来日が増加している。東南アジアからの女性労働者

やインドシナ難民、中国からの帰国者に加え、80年

代後半からは日系人出稼ぎ労働者の数が急増し、平成

17年の国勢調査 (法務省入国管理局 2007)によれば、

わが国における外国人登録者数は、初めて 200万人

を突破している。201万 1555人というこの数は、10

年前 (平成 7年末)の調査に比べると64万 9,184人

(47.7%)の増加を示すものであり、外国人登録者数
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が我が国の総人口に占める割合は 1.57%と 過去最高

となった。この増加傾向は今後も続いていくとみられ

ている。

この急激なニューカマこの増加に関する経緯や要因

は、ここで詳しく論じることはできないが
2、 どのよ

うな要因が背景にあろうが、このようなニューカマー

の増加に伴い、日本の小学校には親に連れられて来日

した学齢途中の外国籍児童が急増することになつた。

これまでほぼ「日本人」のみを対象に機能していた日

本の学校現場では、多種多様な背景を持つ彼らを受け

入れたことによって、受け入れマニュアルや日本語の

指導技術、カリキュラム、生活指導方法などが不在の

まま、日夜試行錯誤を試みる中で、「場当たり」的に

受け入れを行ってきた、いや、行わざるを得なかった

といえるだろう。それは、来日するニューカマーには

国籍による集住傾向がみられるとはいえ、編入してく

る児童生徒の言語背景、家庭環境、来日目的、親の学

校教育への希望などが一枚岩ではなかったからである。

つまり、子どもの日本語能力によって、来日の目的が

一時的な出稼ぎか定住かによつて、就労を求めて居住

地を点々とするのか落ち着いて居を構えているかどう

かによつて、子どもに教育を受けさせたいのかあるい

は子どもは労働力かという親の考え方によつて、など

学校が対応する子どもたちは多岐に渡つていたのであ

る。

2-2ニューカマーヘの子どもたちへの教育と問題

学校では学年途中で編入してきた日本語を母語とし

ない編入児童のために、「日本語教室」や「国際学級」

などと称する日本語教育の場を設け、外国語としての

日本語を指導する一方、彼らにとつて異文化となる日

本の文化や風習なども含めた生活指導や進路指導を行つ

てきた。半年から一年、日本語教室に通級し、日常会

話やある程度の読み書きができるようになると、子ど

もたちは在籍学級に戻され、そこですべての授業を受

けるようになるというのが共通したパターンとして定

着した。しかし、「日本語第一主義」 (太田 1996)に

立脚するあまり、母語が剥脱されているという補償的

日本語教育への批判もあつた。

また日本語獲得がそのまま学校生活の成功を意味す

るものではないことは、在籍学級での日本語による学

習が可能になった後でさえ、子どもたちの母語保持や

アイデンティティ、学校不適応、進路選択など学校の

場を超えた様々な問題が起こり続けている現象からも

明らかである。

そして、この数年ニューカマーたちの長期滞在、一

時的滞在から定住志向への変化、結婚、就職などによ

り、小学校に在籍する外国籍児童に大きな変化が見ら

れるようになった。それは、日本生まれの外国籍児童

の増加である。先に述べた学齢途中編入児童と異なり、

日本で生まれ、日本社会で乳幼児期を過ごした彼らの

言語環境はどのようなものであろう力、 筆者が観察し

た中国帰国者の子どもたちのほとんどは、日本の保育

園に在籍し、就学時における日常の日本語会話力はほ

ぼ日本人と変わらないと思われた。学校適応に何の困

難も生じていないように見えたが、「日常会話はでき

るのに、授業についてこられない」という担任教師か

らの報告が相次いだ。それは彼らが母語と日本語の両

言語において年齢相当に発達していないダブルリミテッ

ド3の状態に陥つているからである。この現象はある

特定の出身国や地域に限つたものではなく、外国籍児

童を受け入れている全国の小中学校やボランティア教

室で、またあらゆる国籍の子どもたちに共通して見ら

れる問題であることが研究会などの事例発表
4か ら伺

える。

ダブルリミテッドからの脱却と日本語での学力伸長

を考える上で、「言語相互依存仮説」 (Development

lndependence Hypothesis)(Cummins198の が注

目されるようになつた。これは、「2つ以上の言語を

使用する場合、第一言語の基底にある部分が第二言語

に転移する」というものであり、図 1の 2言語共有

基 底 言語 能 カ モ デル (Common underlying

PrOiciency)(Cummins1980)で 表すことができる。

つまり、この図は「母語が発達すれば、第二言語での

学習の伸びも早い」という母語教育の重要性を示唆し

ているのである。
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図1 2言語共有基底言語能カモデル

(Common underlying Proficiency)

(Cummins 1980を 元に高橋作成)

その結果「母語維持・伸長」が盛んに叫ばれるよう

になり、各地で多くの母語教室が誕生した。地域で、

民間で、ボランティアで、あるいは子どもの母語教育

に関心を持つ親たち自身の手で、など形態はさまざま

であるが、その数は増カロの一途をたどっている。しか

し、学校という公教育の場で母語が保障されている例

は極めて少ない。

なお、母語喪失が子どもとその親に与える影響は計

り知れないほど大きいということは強調してもしすぎ

ることはない。単に子どもがその言語を話せなくなる

というだけではなく、親子間のコミュニケーションや

母文化の維持、アイデンティティの形成などの社会心

理的側面から見た負の影響が数多く報告されている

(高橋 2007a)。 しかし、現在の日本社会が、学校教

育においては日本語での学習 しか評価されないこと、

母語が話せると日本語が不十分であるかのように受け

取られること (太田 1996)、 マジョリティ言語であ

る日本語に比べて母語の社会的地位が低いことなどが

母語喪失に拍車をかけている。

3 継承語教育

ここでは、継承語の定義と継承語教育の変遷を見て

みたい。

3-1継承語の定義

中島 (1998)は、母語を「初めて覚えたことば」

「親子の交流に使うことば」と定義している。母語教

育では子どもの母語が親の母語と同じであるのに対し

て、継承語教育ではそれぞれの母語が異なっているの

が特敦である。具体的に説明してみよう。たとえば日

本で生まれた中国帰国者の子どもたちの場合、生まれ

て初めて耳にし、覚えた単語は親の母語である中国語

であるかもしれないが、日本の保育園から小学校に就

学し、日本語で学習するようになると、中国語が「弱

いことば」に、日本語が「強いことば」になっていく

(中島 2005)。 これはごく自然な言語シフトである。

親がたずねる中国語の質問に対して日本語で答える、

あるいは父母間で交わされる中国間の会話の意味が全

くわからないというケースが見られるようになるのだ

が、これは、幼児期には親の言語が母語であつたが、

学齢期以降、学習言語である現地語がそれに置換され

てしまったのである。しかし、だからといって毎日家

庭で耳にする日常生活の親の言語は「外国語」ではな

い。また現地語が話せるようにならたとはいえ「母語」

と呼ぶにはあまりにも根が浅い。このような状況にあ

る子どもの親の言葉を継承語と呼んでいる。

継承語教育が発展している多言語社会、カナダ
5で

は、継承語教育とは言語保持のためのバイリンガル教

育 (Baker and Jones 1998)を さし、エスニックマ

イノリティが母語、家庭言語、継承語を媒介言語とし

て学校教育を受けることを意味するが、 日本では、異

言語環境で親のことば、文化を育てる教育のことだと

いえよう。

学齢期の途中で編入した子どもたちは「母語」を維

持していくことが可能であるが、就学前に来日または

現地で生まれた子どもたちの教育を考えた場合には、

「母語」というより、「継承語」という枠組みで捉えて

いかなければならないのではないだろう力、

3-2継承語教育の変遷
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めてみる。               |
これまで、3世代を超えて言語を継承できたのはユ

ダヤ人とロマだけと言われるほど、言語や文化の継承

は非常に難しい。これまで母語の 70%は 3代で消え

るといわれてきたが、ボーダ‐レス時代を迎えて人の

移動が激しくなるにつれ、最近は母語が 2代で消え

るといわれている。継承語教育は、もともとスウェー

デン、オーストラリア、カナダを中心に生まれてきた

ものであるが、最近は米国でも「言語資源」という観

点から、大学生
6ゃ
中 ,高生対象の継承語教育が盛ん

になっている。

一方、継承語としての日本語教育 (Japanese as a

Heritage Language,JHL)は、海外の日系社会に

おける日本語や日本文化存続の問題として、米国、カ

ナダ、南米諸国への移民に伴つて始まり、すでに 100

年近い歴史を持っているにもかかわらず、これまで教

材作成や人材育成なども含めて、あまり研究が進んで

こなかった分野でもある。JHLをカリキュラムなし、

教科書なし、教材なし、教師研究なしの |「ないないづ

くし」と呼んだ佐々木 (2003)は 日系集団で日本語

を教える日系二世教師へのインタビューから、言語継

承という面に限れば、」HLはあまり成果をあげてき

たとは言えないと述べ、その原因として、日系社会ヘ

の帰属意識の欠如や反発、教育的介入の未整備、社会

的変動及び言語運用ドメインの限界などを挙げている。

中島 (2003)はカナダのトロントにある日本語学

校での調査から、」HLの課題として次の6′点を挙げて

いる。

① マイナスの価値づけ=現地の主要言語と継承語と
の格差の影響が大きい。

② 親のチョイスー外国語学習は学習者の選択である
ことが多いが、継承語の場合は親が子どもに習

わせたいことばであり、子どもにとっては押し

つけられたことばである。

③ 課外学習での授業一公教育機関での学習を保証す
るべきである。

④ アンバランスな語学力‐聴く力は強いが、読み書
きの力は弱い。

⑤ 認知面の4年遅れ―継承語学習者の認知面のカ

は年齢相応の母語話者に比べて4年遅れと言わ

れている。

⑥ 世代によつて異なる教育内容一学齢途中の移動で
は母語保持教育、就学前児童なら継承語リテラ

シーの育成、現地生まれになると会話力の育成、

それ以降の世代では学校教育の中での学習が必

要になつてくる ことなどである。

対象言語が日本語であれ、他の言語であれ、継承語

教育を成功させるには、各国での実践例や課題を共有

し、教育と社会が連携していかなければならないこと

は、明白である。 ‐      ,

4 授業実践例

次に、筆者が観察した小学校での中国語教室での子

どもたちのようすを紹介したい
8。
中国語教室が始め

られた当初は、学齢途中編入児童の母語維持・促進を

目的とした母語教室として位置づけられていたようで

ある。参力日には親の承諾が必要であるが、授業時間内

の抽出授業
9にも関わらず、帰国児童 23名中20名

が参加しているのは驚くべきことである。児童にとつ

て、また親にとって中国語教室はどんな意味をもつて

いるのだろう力、

4Tl中国語授業の学習内容

この小学校では、表 1からわかるように、数年の

間に中国語教師が 3名変わっているもどんな授業が

行われていたのか、見てみたい。なお、データ中に登

場する先生や児童の名前、地名などはすべて仮名であ

る。

1)学齢途中編入児童

2004年以前は、対象児童が中国語しか話せない学

齢途中編入児童であったため、中国語でA先生と話

せる時間は、彼らにとつては「リラックスできる楽し

い時間」「自分のことを思い切り話せる場所」であつ

たという10。 「子どもたちは、中国語を話すとき本当
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にいきいきしていた。弁論大会や文化紹介では、誇り

を持って中国語を話していた」と言われるように、中

国語では存在証明をかけて (石川 1992)自 己実現を

達成していたのである。学習内容は主に中国で使用さ

れている「語文」 (国語)の年齢相当の教科書を使用

して行われていたが、中国で学習経験を持つ子どもた

ちには、母語維持学習として機能していた。

表 1 中国語教室担当者と学習内容の変遷

～2003 2004～ 2005 2006-

教師

A先生 B先生 C先生

上海出身の中国人

成人への教授経験
を持つ

中国帰国者2世

日本で日本語を学
ぶ

上海出身の中国人

中国で小学校教師

象
童
対
児 学齢途中編入児童

学齢途中編入児童

日本生まれ児童

日本生まれ児童

習
容
学
内
母語維持を目指し

た語文

新聞や記事を利用
した読解

ピンイン指導

単語

単語

インターアクショ
ン活動 |

2004年 4月 から、担当が子どもたちと同じ中国帰

国者の B先生に変わった。19歳で親とともに来日、

日本語学校で猛勉強し、翌年自力で大学に合格したと

いう先生は、次のようなビリーフをもつて子どもたち

に接していた。

「中国語ができるというなら、絶対読み書きができな

いとだめです。そのためにはピンイン11が必要。発音

も北京語でないと恥ずかしい。」

(2004年 5月 インタビュー)

中国人の夫を持ち、日本で二人の子どもを育てなが

ら中国語を教えていたB先生の授業はまさしく中国の

小学校の語文の授業そのものであった12。 すでにほん

の数名になつていた学齢途中の高学年の児童にとって、

子ども用の新聞記事やシヨートストーリーを読んで意

味を把握したり、自分の意見を述べたりする授業は、

彼らのニーズに合致していて好評であった。在籍学級

では一言も意見を述べず、「お客様」 とスティグマ

(Goffman 1980を 押されて座つている男子児童が、

中国語で笑つたり友達をからかったりするその様子は、

やはり彼らの母語が依然中国語であることを再認識さ

せられるのに十分であつた。

ある日の授業では、次のような会話
13が
観察された。

6年生の児童 4名の言語背景は表 2のとおりである。

表 2 児童の言語背景

児童名 性男| 出生地 入学前学歴 過年

亜矢子 女 中国 中国で2年生 1年

土
土 男 中国 中国で3年生 2年

航 男 日本 中国で4年生

拓斗 男 日本 日本の保育園

*過年一来日時の日本語能力の状況などを考え、実際の

学年より下の学年に編入すること。過年 1年 というのは、

本来なら3年生だが 2年生に編入することをいう。

B先生 :〔ウl間巡視をしながら、圭のノー トを指さ

して}な錯 ア (まちがってるよ)
圭   :想 ム ***メ **(なんでこんな問題を

間違つたんだろう)

航   :{圭に向らて}ク ***(おまえあほやな)

圭の発話には、知っているはずの漢字を間違って書

いたことへの悔しさがにじみ出ているが、日本語教室

ではこのような様子はまったく観察されていない。読

めなくてもかけなくても「しかたがない」というあき

らめにも似た表情で過ごしている。彼にとって中国語

は「自分の言語」であり「間違ってはいけない」言語

だったのである。アイデンティティは言語に支えられ

ている側面が大きい (石り111992).と いう。週に 1度

の中国語教室でアイデンティティを揺さぶられている

のか、あるいは「中国の学校で勉強していたころの優

秀だつた自分」が想起されているのだろう力、

授業進行に伴って、亜矢子からは「もつと課題を出

してほしい」、圭からは中国の小学校なら当たり前の
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ように暗唱する「漢詩をやりたい」という希望が出さ

れ、もつと中国語力を高めたい、という強い思いが伝

わつてくる。日本生まれで中国語がほとんどできず、

この教室ではお客様のようにじっと座っている拓斗を

除ぃた 3名 にとつて、中国語教室は、母語保持はも

ちろん「自分のアイデンティティを再確認する場」で

もあると同時に「来日当初、日本語がわからずともに

苦労した仲間との連帯意識を感じる場」としての存在

意義を持つている (高橋 2004)のである。では、拓

斗を含む日本生まれあるいは幼少期に来日した子ども

たちはどうだろう力、

2)日本生まれあるいはごく幼少期に来日した児童

学齢途中編入児童には有意義な中国語教室であった

が、日本生まれの低学年児童にとつては「何やつてる

かわからへん [=わからない]」 (優花 1年)授業で

あつた。彼らの言語背景は表 3のとおりである。

表 3 1年生の言語背景

児童名 性男| 出生地 入学前学歴 両親の日本語力

麻奈 女 中 国
3歳まで中国→

日本の保育園
父― ×、母― ×

真由 女 日本 日本の保育園 父―△、母― ×

聡美 女 中国
3歳まで中国→

日本の保育園
父― ×、母― ×

亮介 男 日本 日本の保育園 父― ×、母― ×

優花 女 日本 日本の保育園 父―△、母―△

(× =一できない △―片言ならOK)

表 3を見ると、彼らの両親はほとんど日本語が話

せない14。 家庭訪問や懇談会には中国語教室の先生が

通訳として傍らにつき、相互の意思疎通を助けている。

両親が中国語しか話せないのであれば、子どもたちと

は中国語で会話をしているのではないかと推察される

のだが、亮介を除く子どもたちは中国語がほとんど話

せない15。 っまり、親子間のコミュニケーションの質

は非常に乏しく、ほとんど交流がないか、あるいは親

が中国語で話しかけても子どもはただうなずく、日本

語で答える、というのが現状である。観察データの中

には、親に「買つて」と頼みたくても中国語で何と言つ

たらいいかわからず、何週間も筆箱に折れたままのクー

ピ_16が入つていた男児もいた。

このようにはとんど中国語を理解できない子どもた

ちへの授業は主に次のような流れで進んでいた。中国

語の基礎としてピンインを 1日 に 3～ 5個 (た とえ

ば[allilllll)を書き、発音し、そのピンインが使われ

ている単語を発音する、というものであるが、それは

我々の英語学習に置き換えて言えば、1時間中発音記

号を書いているようなものであった。そして中国語の

文字を書いたこともなければ見て発音したこともない、

また中国語で自分の思いを表現することなど到底でき

ない子どもたちにはまさしく外国語の授業そのもので

あった。この学習内容は、ここに 45分じつと座って

いる子どもたちの気持ちに沿つているのだろうか。そ

の疑間をぶつけたところ、先生からは次のような返答

が返ってきた。

「ピンインができなければ辞書も見れないし、あとで

自分で勉強するとき困りますね。大人になってからビ

ジネスをするなら絶対読み書きが必要。だからピンイ

ンは最後までやります。」

(2004年 10月  インタビュー)

そして 2005年の春にまた先生が変わることになつた。

3年生になつた 5名が受けている授業を紹介したい。

C 先生 :上〆  {手で全員を立たせるジェスチャ
ーをする}

周学インr 帳業を始めます、みなさん
こん こんにちは)

全 員  :とヽ撮  (先生こんにちは)
C 先生 :4群錐″ 生是潅冴  ?(今 日の日直

さんは誰ですか)

真由  :今 天七ガ七孝 』〃=ズ 守多
云

(今 日は7月 7日 、金曜日、天気は曇り)
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どの授業でも最初の 10分ほどはこのようなルーティ

ン的なやりとりをしている。湯り||(2004)はバイリ

ンガル教育を行う幼稚園での観察から、イマージョン

教育であれ、母語での教育であれ、幼稚園の子どもの

生活にはルーティン (interactional routine)が 多

いと述べている。湯川が指摘するまでもなく、幼稚園、

保育園、小学校など日本の子どもたちの集団生活には

ルーティンがよく取り入れられる。次に何が起こるか、

何をしなければいけないかが既にわかつており、見通

しを立てて行動できるルーティンは、子どもの精神を

安定させ、落ち着いて学習活動に取り組むのに大いに

貢献しているといえるだろう。給食の献立を中国語で

答える 3年生 5名 の児童はうろたえることなく淡々

とその日の役割を果たしている。

2年前の観察時より中国語が伸張していることを感

じさせる場面である。Peter&Boggs(1986)は、

ルーティンを「一人の話し手が適切なノンバーバル行

動とともに発する発話が、一人またはそれ以上の他者

からある一定の限られた反応を引き起こすことによつ

て成り立つ一連のやりとり」と定義する。天気やあい

さつは彼らにとってはルーティン化したやりとりであ

り、毎回の授業での反復、積み重ねによつて定着し、

安心してのぞめる言語活動になつている。ルーティン

化された活動を多くもつことが言語活動の促進につな

がつている例といえるだろう。

この日の活動に戻つて話を進める。この後、C先生

が提出するカー ドを見ながら、スポーツの名前を学ん

でいた。カード提示→中国語で、あるいは日本語でス

ポーツの名前を言う→中国語で発音練習→カードを見

ながら一斉練習という1贋序で進んだ後、「じゃあ、二

人組みになって好きなスポーツを聞いてみましょう」

というペア練習に変わった。

聡美 :夕該 ″∠込劫′ (何のスポーツが好きで

すか)

正 17:夕劫 短 稼 は喜茨什次透劫′

(バスケットボールが好きです。何のスポーツ

が好きですか

聡美 :チ裁 求  (私はバスケットボールが好

きです)

それを聞いていたC先生は、

C先生 :みんな聞いて。友達と同じものが好き

だったら、なんていったらいい?

正  :我 也 ′ (私も～)

C先生が黒板に「Z」 (～ も)と 板書し、発声

練習する。

C先生 :じゃあ、好きなものがいっぱいあると

きは ?た とえば、豪詈蓼櫂らオ (私はバ

スケットボールが好き)それから ダて
オ (卓球)。

亮介 ://7!(～ と)

そこからは、この 2つの語を使つた会話練習が数

分行われ、ペアワークの中で使うように指示がなされ

た。基礎的な中国語の文法を知らない彼らに対する授

業はこれまで Lcus on Meaning(FonM)を 中心

に進められてきたが、この 2つの語を導入し、文法

形式を意識 させることによつて Focus on Form

(FonF)に転換 している。 これは SLA(SecOnd

Language Acquisiton)の 指導技術としてLong and

Robinson(1990が提唱する「意味ある伝達活動を

行つている中で、適宜文法形式に学習者の注意を向け

させるとSLAがイ足進する」という考え方に基づいて

いる。文法説明や文脈のない機械的な文法練習を

Focus on Form(FonF)、 意味重視で言語形式には

注意を向けさせない指導法を Focus on Meaning

(FonM)と 呼んで区別している。C先生の授業では、

Fon1/1を 中心に活動をしながら、1時間に 1,2回の

割合で FonFへの転換が行われ、文法を知らない子

どもへの意識付けが行われていた。児童の反応はどう

であろう力ヽ

筆者 :ど う?授業楽しい ?

真由 :う ―ん、むずかしいけど、おかあさんに

しやべつてみたり、ちょっと覚えた。

と明るい返事が返ってきた。そのほか、中国語の韻を
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体感するために毎月詩を暗唱するなど中国の文化にも

触れている。「楽しく中国語に触れる」初期の目標は

ほぼ達成され、次の段階といえる「親とコミユニケー

ションできる能力を育成する」へ向けての実践が課題

となつてくるだろう。

日本生まれで中国語能力が年齢本目当に発達していな

くても、やはり高学年になるといつまでも絵本やカー

ドめくり、ロールプレイばかりという学習活動では、

知的好奇心を刺激することはできず、かえって反発し

て「こんなん意味ないんちゃうん[=意味がないんじゃ

ない力¶」といってくる 5年男児もいた。そこで、高

学年になると中国の文化や食べ物など自分でトピック

を選び、パワーポイントを作成し、プレゼンテーショ

ンを公開するという試みが行われた。中国語で文が作

れない彼らのために、発表は日本語でいい、という条

件がついた。初めは、日本語で原稿を作成していた子

どもも、親に話を聞いたり、図鑑で調べたり、パワー

ポイントを作成したりしていく過程で「やつぱり中国

語にする」と言い出し、C先生に中国語の文章を作つ

てもらい、発音を教えてもらって猛練習して当日を迎

えたのである。発音記号はカタカナで書かれており、

それを棒読みするだけの中国語ではあつたが、その試

みは確実に彼らに達成感と「中国にルーツを持っ自分」

としての誇りを与えたようだ。

また 2005年より、子どもたちに「たくさんの絵本

を読む機会を与えたい」そして「親子のコミュニケー

ションを円滑に」との目的から、中国語教室にはたく

さんの中国語の子ども向けの絵本がそろえられた。

「白雪姫」「バンビ」「シンデレラ」など幼少期に触れ

たい絵本の貸出が始まった。B先生は、前述したビリー

フのために「方言で読んでもらうなら読んでもらわな

いほうがまし」と親子での絵本の読み問かせに積極的

ではなかったが、C先生は「親子の触れ合いを」と貸

し出しをすすめている。貸出が始まって 3年 目、麻

奈と聡美の母親が学校に絵本を借りにやってきて C

先生を驚かせた。聞くと、「一番下の桜子ちやん (1

歳)に読んでやりたいから」ということであつた。

以上、編入児童及び日本生まれ児童に行われている

中国語教室の実践活動を見てきた。対象児童の持つ背

景や文脈によつて、求められている教室実践のあり方

が異なってくるのは明白である。編入児童には「母語

能力保持」が、日本生まれ児童には「親とのコミュニ

ケーションに使用する言語能力の育成」が目的として

挙げられる。1観察デ‐夕からは、日本語環境で学校生

活を送り、中国語を使う機会を持たない子どもたちに

必要なのは、中国大陸で小学校生活を送る子どもたち

と同じ教育ではなく、FonM中心のコミユニケーショ

ン能力養成を重視した教育、つまり、中島 (199め の

いう親からの言語、文化を受け継ぐ、そして親子の絆

を結ぶ継承語能力の育成が必要であるという結論がはつ

きり見てとれよう。

4-2課題

母語維持が子どもの人格形成やアイデンティティ、

日本語能力伸長に重要だからと言つて、母語教室を開

いてもそれが子どものニーズやレベルにあつていなけ

れば意味がない。日本生まれの子供たちの中国語使用

は家庭内のごく狭小な範囲にとどまっており、新しい

中国語母語話者に出会うこともなく、その言語使用も

文化を伴わないことが多い。中国語を母語と呼べるほ

どの能力を持たない日本生まれの子どもたちへの中国

語継承語教育に関しては、多くの課題がある。それら

の課題は各々独立して存在するのではなく、相互に関

連しながら複雑化していく状況にあるが、ここでは、

便宜上社会的な問題、学校や制度的な問題、子どもや

親の立場から見た問題に分け、それぞれまとめておき

たい。

1)社会的な問題

① 言語の社会的地位

社会的に圧倒的に優勢な言語と子どもの母語に格差

がある場合、Fillmore(1991)が言うように、子ど

もは社会に受け入れられたい、その社会のメンバーに

なりたいという感情から、母語を切り捨てていくとい

う現象は、ごく一般的な流れである。日本においては、

日本語が主要言語であり、子どもたちは母語より日本
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語を選択していくのは自然であろう。

② 地域のネットワーク

子どもは、言語を周りの人々との関係性の中で獲得

していくものである。家庭内あるいは、学校の授業の

みで母語・継承語保持や伸長を支えていくのは非常に

困難である。子どもの成長を支えていくためのネット

ワークづくりが重要である。Fishman(2001)は 、

母語保持の 4つの要因として、宗教施設の役割 (コ

ミュニティセンターになる)、 民族学校やサタデーノサ

ンデースクール、メディア、マーケットを挙げている

が、いずれも地域の結束がなければその存続は難しい。

同じニューカマーでも日系ブラジル人の継承語教育を

考えるとき、津田 (2003)は、毎週日曜日に家族で

教会へ通うというその習慣が、彼らの重要なネットワー

クとして機能している様子を述べている。

残念ながら、中国帰国者の多くは無宗教であり、集

住地域に宗教施設は存在しない。また中華学校
18な ど

の民族学校はその学費の高さなども手伝って華僑のみ

に開かれており、中国帰国者の子弟が通うことはほと

んどない。彼らの地域ネットワークは希薄であり、帰

国者同士で助け合うこともないと聞く6さ らに、中国

帰国者の特異な歴史的背景から考える
19と
、今後新た

に大勢の帰国者が来日するとは考えにくく、集住地域

において人の移動や流入は停滞していくことが懸念さ

オしる。

2)学校側や制度的な問題

① カリキュラムや教材の不在
カリキュラムや教材の不在、能力測定や評価の難し

さ、ネットワーク不足など課題が山積している。しか

し、継承語の学習者はそれぞれ言語能力やニーズ、言

語背景が異なっているため、公教育の一斉授業のよう

に同じカリキュラムを学習するというのは難しい。現

在、全国で開かれている母語教室では、担当教師が創

意工夫を重ねてカリキュラムを作成し、実践している

のが現実である。教師間、地域間の情報共有もまた大

きな課題となっている。さらに、継承語能力を客観的

に評価するテス トが少ないのも大きな問題であり、今

後の開発が望まれる。

② 教師の育成と研修

日本語や教科を指導する教師に対する条件は非常に

厳しく、免許や資格、経験などが問われるが、中国語

やポル トガル語などの母語教育の講師に関しては、

「しゃべれたら誰でもいい」 (関 口2003)と いう傾向

が強い。しかし、子どもたちの将来を思えば、その言

語の母語話者であるというだけでなく、自国での教師

経験者や指導法を学んだものを最優先するほか、教育

委員会などが「研修」を行つて実りあるものにしてい

かなければいけないのではないだろう力Ъ

3)親や子ども側の家庭的な問題

① 帰属意識への反発
この小学校では、23名 中 20名の親が子どもに中

国語授業を受けさせている一方で、参加を拒否する親

もいる。その一人、章 (4年男児)の母親は「うちは

日本人です。(1年のときに)日本語教室に通ってるつ

ていうだけでいじめられたのに、なんで今さら、行か

ないとだめなんです ?う ちは日本人です。日本人とし

てちゃんとやつてますから、ほつといてください。」

と流暢な日本語で、しかし怒りを交えながら拒否して

いた。章の母親は、この小学校の保護者で唯一通訳を

交えなくても意思疎通ができる保護者である。この小

学校では、毎年運動会で、競技種目の案内を中国帰国

者の子どもたちが中国語でアナウンスをすることになっ

ているのだが、「日本人としてやつていく」というそ

の親の姿勢は、章のロールモデルとなり、「こんなん

やつても無意味、誰も聞いてへん」と最後まで積極的

に取り組む様子はなかつた。

一方で、日本の学校にすでに適応している子どもた

ちにとつては、中国語放送や中国語教室はもちろん、

国際理解教育と称して行われる中国異文化理解教育の

授業で、1年に 1回、クラスの子どもたちの前で簡単

な中国語のあいさつやパフォーマンスをさせられるこ

とは、逆に「異質性」を際立たせることになるのでは
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ないか、という懸念もある。志水 。清水 (2001)が

観察したニューカマーの学校でも、「目立ったり、注

目をあびたり」することは本意ではないと感じる子ど

もや親もいると指摘されている。

② 動機づけの低さ

母語教室では、極度に動機の低い子どもたちをどう

やつて鼓舞していくか、というのが常に大きな課題と

なっている KKondo 1999)。 評価基準がないことや成

績などに反映されないこと、親の言語であるために

「話せて当然と見られる」あるいは「未熟だと怒られ

たり笑われたりする」という心理的な葛藤など複合的

な要因が絡み合つている。完璧に使いこなせる母語と

してではなく、継承語として「まずその言語を好きに

なる」「その言語を使 う家族を受け止める」ことを目

標に授業を構成していく必要があり、それはカリキュ

ラムや学校制度の問題とも絡んでくる。また地域のサ

ポートも必要である。

④ 親への啓蒙と就学前の言語環境整備

就学前継承語教育の必要性については、カミンズ、

ダネシ (1999 =中島。高垣訳 2005)も 「就学前の

段階から教育を始めなければならない。学齢期の初期

(幼稚園から小学校 1年り に第一言語が急激に失われ

ることはトロント地域のポル トガル系児童の調査でも

実証されているし、多くの親や継承語教師も、経験を

通して子どもの第一言語能力がいかにもろいものかよ

く知っている。」と強く訴えている。中島 (2009は、
「具体的に4～ 8歳ぐらいまでに継承語をしっかり育

てておけば、現地語も育つし継承語も継続して伸ばせ

る可能1生があるが、4～ 8歳ぐらいまでに継承語を失つ

てしまうと、母語も伸びないし現地語も伸び悩む。こ

の意味で、幼児 。小学校低学年での継承語教育は特に

教育的意義が大きい」と述べている。この言葉は、ま

さしく授業実践例でみた小学校 1年生の子どもたち

の「中国語は2～ 3歳レベルで停滞し、 日本語能力
も生活年齢相当でないため、授業に支障がある」とい

う言語獲得状況と一致する。

やはり乳幼児期の家庭の役割は大きい。親への啓蒙

が必須である。では、具体的に親ができることは何だ

ろう力、 それは家庭の中でどんどん中国語を話すこと

である。夫婦間、親子間、祖父母との間にこだわらず、

できるだけ多くのインプットを子どもたちに与えたい。

「子どもから中国語で返答が返ってこない」というこ

とは「中国語がわからない」という意味ではない。言

葉を貯めている状態なのである。中国の歴史、親が歩

んできた半生、中国の食べ物や飲み物、風習、 ドラマ

など親が自信を持つて話せることを誇りを持って伝え

ていくことが大切である。中国の童謡、子守唄、昔話

や漢詩など口承で伝えられる文化もたくさんあるはず

だ。もし絵本があれば、読み間かせを奨励したい。中

島 000の は、読み聞かせをしないと読み書きの発達

が遅くなると警告している。「1冊しか本がない」と

いうのであればその 1冊を 100遍読めばいいのであ

る。

親が子どもに中国語を継承させたいならば、日本語

環境を整え、人的、物的リソースを整備する情報の普

及も課題である。そのためにも地域のネットワークが

重要となってくる。つまり、親の「情報」資源の活用

(高橋 2007b)が求められるのだ。「子どもたちは日

本で生まれているんだから、日本語さえ上手になって、

学校でいい成績をとってくれたらいいんですよ」とい

う親にこそ「そのためにも中国語でのコミュニケーショ

ンを大切に、中国語での力をつけてあげて」と強調す

べきであろう。

5 おわ りに

現在日本に住んでいるニューカマーを含む外国籍の

子どもたち、日本語や母語が不十分な子どもたちの言

語能力、家庭環境、来日経緯、学校の状況や地域の実

情はそれぞれ異なつており、1つの学校の実践例だけ

で一般化したり、解決策が提案できたりするわけでは

ない。それではあまりにも無責任であろう。また同じ

ニューカマーでも中国帰国者と日系ブラジル人ではそ

の言語環境はあまりにも異なつている
20。 日の前に

「今、ここに」いる子どもの背景を理解し、継承語を

学ぶということがその子どもにとってどのような意味

―-70-



を持つのかをともに考えていきたい。また、日本語以

外の言語を話す子どもたちは日本にとって「言語資源」

であることも重要な視点として付け加えておきたい。

最後に、「あなたは中国に関係があるんだから中国

語を学びなさい」「将来に役に立ちますよ」と言うこと

は、外的動機を育て、刺激を与えてエンパワーする一

方で、それは一種の「同化」「圧力」にもなりうるこ

とにも留意しなければならない。佐藤 (1996)が言う

ように子どもの気持ちに寄り添つているのかどうか、

に細心の注意を払うとともに、松尾 (2006)の 「そ

のエスニシティのグループに属しているからと言って、

そのグルニプ言語を話すはずだ、話さなければいけな

い、話したいはずだとみなすのは、我々研究者側の勝

手な思い込みかもしれない。」という言葉を再度肝に

銘じておきたい。

文字化の資料

1.中国語の発話は簡体字で表記し、日本語と区別

するために斜体にする。中国語でのセンテンス

には、日本語解釈訳を (  )内につける。

2.プライバシー保護のために、参加者や話題に登

場する人物はアルファベットもしくは仮名に、

また差し支えのある地名や固有名詞などは仮名

にする。

3.データとして使用した発話にはそれぞれ発話者

名をつける。

4.表記にあたって用いた記号と意味は以下のとお

りである。

① *** 不明瞭な発話

② (  }非 言語情報

③ [=く るま]方 言などを標準語に相当する表

現に換えたもの

注

1.Heritage Languageの訳語は、研究者により異

なっているが、本論では「親から継承していく

生きた言語」を意味する中島 (1988)の 訳語で

ある「継承語」を採用する。

2.ニューカマー、とりわけ日系人労働者が急増し

た要因については梶田・丹野 。樋口 (2005)に詳

しυヽ。

セミリンガルと呼ばれることもある。

2oo7年 3月 に東京の桜美林大学で行われた

MHB Qlother,Heritage,Bilingual)研 究会

におけるダブル リミテッド児童生徒の事例発表

では、関西や関東に住むポル トガル語、スペイ

ン語、中国語、インドシナ系言語を母語とする

子どもたちの言語問題が報告されている。

中島 (2004)によれば、例えば小学校では午前

中はウクライナ語、 ドイツ語、中国語、クリー

語などの母語で勉強し、午後は公用語である英

語やフランス語で勉強するという50%:50%の

2言語併用プログラムがあるという。

中島 (2004)によれば、University of California

では Los Angeles校や San Diego校に継承語

教育としての日本語のクラスが設けられている。

ISttiW(1987)は、継承語教育の特徴として現

地生まれに対してゼロからどう育てるか、それ

以降の世代になると継承語が生活上の機能を失

い、言語文化集団のシンボルと化す、を挙げて

いる。

ここで中国帰国者を対象にした理由は、彼らの

滞在が日系人労働者のように出稼ぎを目的とし

た一時的なものではなく、今後も日本で日本語

を主言語として使用し続けていく「永住」また

は「定住」であり、帰国の経緯及び歴史的背景

がいわゆる外国人児童生徒と異なる点にある。

彼らの言語問題は、学校での成功 (官島1999)

ひいては将来設計に重要であるという′点を重視

するものである:

外国人児童などに対する授業支援には 2通 りあ

る。1つは、別の教室で授業を受ける抽出 (取 り

出し)授業、もう1つは、在籍授業にもう1人

の先生が入り適宜支援を行 う入り込み授業であ

る。

筆者の観察は2004年にスタートしたので、それ

以前の中国語教室や児童の様子は、 日本語教室

担当講師からの間き書きによるものであること

３

　

４

5.

6.

7.

8.

9.

10.
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を断つておく。

11.中国語の発音記号のこと。ピンインがわからな

ければ辞書をひくことができない。たとえば祢

好 (ニイハオ (こんにちは))は [nihadと 記され、

母音の上に声調 (―、/、 ∨、＼)がつく。

12.B先生によると「中国の小学校の授業はこんな

甘いものじゃない」ということであつた。

13.発話の文字化については巻末資料参照のこと。

14.親が日本語を話せない理由は多岐にわたるが、3

世以降の人々には定着促進センターでの日本語

学習の機会はなかったこと、長時間単純労働に

就いているため、日本語学習の時間がないこと、

職場でも日本語を話すことは求められていない

こと、ある保護者は中国語での読み書きもでき

ないレベルにあることなどが挙げられる。

15。 中国語語彙カテス トでは、亮介のみが年齢相当

のレベルに達しており、後の 4名は 2,3歳 レベ

ルにとどまっていた。詳しくは高橋 (2005)を

参照されたい。

16.ク レヨンと色鉛筆を足して 2で割ったような文

具。小学校の必携文具である。

17.正は 2年生の終りに中国から編入してきたので 1

年生のデータには存在しない。編入児童だけあつ

て、中国語に問題がなく、あとの 5名が刺激を

受けている。

18.最近は日本人家族の子弟の入学も認められてい

る。

19.平成 19年の訪日調査はわずか 3名であり、いず

れも60歳代であつた。

20。 日系ブラジル人の乳幼児期の言語環境について

は、筑樋 (2004)を参照されたい。
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